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「あな
たの当た

り前は、誰かの魅力かもしれない…」「あな
たの当た

り前は、誰かの魅力かもしれない…」 地元の良さ、再認識地元の良さ、再認識

大田原に住んでいる私たちが「当たり前」
と思っていること…。それが移住してきた
人にとっては「魅力」に感じられていま
す。この通信では、そんな大田原の魅力に
ついて、毎月１回お伝えしています。
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黒羽ソフトボールクラブ コーチ 
　　　　　  あらまき　　   さえ

荒牧 咲江　地域で育む「人間性」
さん

「部活動の地域移行」というニュースを聞いた事はありますか？大田原でも子どもが減少
し、学校のクラブ活動が難しい時代に突入しています。今回は、中学生ソフトボールのクラ
ブチームとして昨年、発足した「黒羽ソフトボールクラブ」でコーチをしている荒牧さんの
お話です。荒牧さんは、奥沢小学校でソフトボールを始め、中学校では全国大会に出場し、
ソフトボール歴は１１年。県外に進学して再び地元に戻り、自身の経験を踏まえた指導と、
ソフトボール人口の裾野を広げることも目指して活動されています。

荒牧さんも小学生の時、黒羽ソフト
ボールクラブの前身となるチームに
所属されていたそう。

同じ目標に向かう仲間の大切さ

大田原を離れたからこそ感じる「地元の良さ」
ソフトボールを続けながら、保育士になるための勉強を
したいと、群馬の大学に進学した荒牧さん。
荒牧さん－「大田原を出て、いろんな地域や考えの人と
出会うことで、当たり前だと思っていたことも当たり前
ではないということに気づかされました。中でも、大田
原は人の繋がりが濃いですね。黒羽ソフトボールクラブ
も、指導者や保護者の皆さんが協力的で『子どもたちと
一緒にやろう！楽しもう！』という方ばかりです。ま
た、OGが会いに来てくれたり、お子さんが卒業した後
でも、保護者の方が応援しに来て下さったり…そういう
繋がりが魅力だなと思います。」

荒牧さん－「チームスポーツは、一人
だけ上手な人がいるからといって、強
いチームというわけではなく、全員が
目標に向かって行動しないといけませ
ん。いろんな個性を持つ人がいる中で
強いチームになるためには、まず、仲
間を思いやることが大切です。その上
で、お互いに切磋琢磨し、高め合うこ
とが必要だと思います。」

「同じ女性、そして、年齢
が近いからこそ伝えられる
ことがある」と指導に当た
る。

限られた練習時間だからこ
そ、一人ひとりとノートの交
換をし、コミュニケーション
を大切にしている。



「「    　　　　　　　　      大田原」大田原」あなたの好きなあなたの好きな
取材した方に聞きました

InstagramのDMから
お問合せください！

年齢：小学６年生～中学３年生
日時：毎週水・木/19:00～21:00
　　　　　土・日/  9:00～16:00

ソフトボールに興味のある小学生・中学生はソフトボールに興味のある小学生・中学生は
ぜひ、見学・体験にお越しください！ぜひ、見学・体験にお越しください！

荒牧さん－「子どもたちには、ここでの経験を通して、将来、社会に出た時に、しっかり
と考えて行動できる人になって欲しいです。そして、黒羽ソフトボールクラブが、これか
らずっと、地域やたくさんの方に愛されるチームになればいいなと思いますし、私も頑張
っていきたいと思います。」

２０２５年４月、２０２５年４月、
小学生のクラブチーム小学生のクラブチーム
黒羽ソフトボールクラブJr.黒羽ソフトボールクラブJr.がが
発足します！発足します！

大田原市移住・定住交流サロンの
メンバーが変わります。

ソフトボールが大好きな仲間が集まる場所でも
あり、戻ってきたくなる場所です。黒羽地区の
自然豊かな環境にも癒されています。

荒牧さんより
旧両郷中学校
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お問合せ

大田原市の移住相談窓口 

大田原市移住・定住交流サロン
大田原市本町1-3-1  大田原市役所A別館2階
   Tel：0287-23-8794 

Mail : salon@ohtawara-ijyu.jp

大田原の暮らし、地域情報など発信中！

担当課：大田原市役所 総合政策部 政策推進課

（平日 / 9：00～17：00）

技術だけではない「力」を養う

今年度をもちまして、移住コーディネーターの
益子と白井が退任いたします。今までありがとう
ございました！
4月からは新しいメンバーが加わり、大田原に移
住・定住したい方をサポートして参ります。
新年度もよろしくお願いいたします。

荒牧さん－「中学時代、顧問の先生に、礼儀や挨拶など、人
として生きていく上で大切なことを教えていただきました。
当時は厳しいと思っていましたが、後になって、そういった
人間性を学べたことが本当に良かったと思えたので、指導者
として、子どもたちにしっかり伝えています。また、ソフト
ボールのレベルアップには『考える力』が必要です。その力
をつけるため、一方的に教えるのではなく、子どもたちには
『なぜこうなったのか？』を考え、主体的に発言してもらう
ようにしています。」

子どもたちの仕草など察知し、
一人ひとりに合った教え方を意
識している。

黒羽ソフトボールクラブを通して

黒羽ソフトボールクラブ黒羽ソフトボールクラブ    U -１２U -１２（６年生）（６年生）

黒羽ソフトボールクラブ黒羽ソフトボールクラブ


